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教
区
長
あ
い
さ
つ

教
区
長
あ
い
さ
つ

新
年
を
迎
え
ら
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
教
区
支
部
の
活
動
の
上
に
ご
尽
力
下
さ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

只
今
の
教
祖
百
四
十
年
祭
活
動
三
年
千
日
に
お
き
ま
し
て
は
、
諸
事
万

端
を
整
え
ら
れ
、
年
祭
活
動
に
お
取
り
組
み
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

諭
達
第
四
号
の
御
発
布
に
際
し
て
、
「
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
年
祭
を

勤
め
る
た
び
に
、
勤
め
る
人
の
顔
ぶ
れ
は
多
少
な
り
と
も
変
わ
っ
て
い
く

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
年
祭
の
意
味
や
、

ど
う
い
う
気
持
ち
で
勤
め
る
の
か
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

全
教
が
心
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
も
、
知
ら
な
い
人
は
年
祭
の
意
味
を
知
り
、

そ
し
て
、
を
や
の
思
い
に
沿
わ
せ
て
も
ら
お
う
と
積
極
的
に
歩
む
」
と
、

お
言
葉
を
添
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

新
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を
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。
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尽
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り
が

と
う
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動
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は
、
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、
年
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に
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の
こ
と
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。
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達
第
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の
御
発
布
に
際
し
て
、
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、
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全
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が
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を
そ
ろ
え
る
た
め
に
も
、
知
ら
な
い
人
は
年
祭
の
意
味
を
知
り
、

そ
し
て
、
を
や
の
思
い
に
沿
わ
せ
て
も
ら
お
う
と
積
極
的
に
歩
む
」
と
、

お
言
葉
を
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え
ら
れ
て
お
り
ま
す
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神
田

尚
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神
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尚
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愛
媛
教
区
長

愛
媛
教
区
長

常
々
の
御
諭
達
の
拝
読
を
通
し
て
、
そ
の
精
神
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

す
と
と
も
に
、
教
祖
の
年
祭
に
関
連
す
る
書
物
を
ひ
も
解
く
こ
と
も
、

ま
た
思
案
の
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
あ
る
本
に
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
あ
り
ま
す
。
「
何
を
持
っ
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
お
喜
び

下
さ
る
教
祖
で
は
な
い
。
物
で
あ
っ
て
も
の
で
は
な
い
。
心
で
あ
る
。

そ
の
真
実
で
あ
る
。
そ
の
真
実
と
は
、
『
人
を
救
け
る
心
が
真
実
や
が

な
』
と
聴
か
せ
て
頂
い
て
お
る
。
こ
れ
が
教
祖
の
一
番
に
お
喜
び
下
さ

る
御
供
で
あ
る
」
（
桝
井
香
志
朗
著
『
年
祭
隋
録
』
）

お
そ
な
え

こ
れ
か
ら
年
祭
活
動
一
色
、
成
程
と
い
う
日
を
楽
し
み
に
、
必
勇
ん

で
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
教
会
長
支
授
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
方
途
と
し
て
、
四
月
二
十
九

日
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
よ
り
、
愛
媛
教
区
独
自
の
参
加
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
年
会
、
学
生
会
、
青
年

会
、
女
子
青
年
会
層
の
把
握
に
よ
り
、
教
会
に
繋
が
る
人
材
の
育
成
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
そ
ば
が
い
さ
め
ば
神
も
い
さ
む
る
」
（
一

11
）
の
と
お
り
、
地

域
か
ら
も
年
祭
活
動
に
伏
せ
込
ん
で
、
愛
媛
の
地
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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（
桝
井
香
志
朗
著
『
年
祭
隋
録
』
）

お
そ
な
え

こ
れ
か
ら
年
祭
活
動
一
色
、
成
程
と
い
う
日
を
楽
し
み
に
、
必
勇
ん

で
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
教
会
長
支
授
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
方
途
と
し
て
、
四
月
二
十
九

日
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
よ
り
、
愛
媛
教
区
独
自
の
参
加
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
年
会
、
学
生
会
、
青
年

会
、
女
子
青
年
会
層
の
把
握
に
よ
り
、
教
会
に
繋
が
る
人
材
の
育
成
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
そ
ば
が
い
さ
め
ば
神
も
い
さ
む
る
」
（
一

11
）
の
と
お
り
、
地

域
か
ら
も
年
祭
活
動
に
伏
せ
込
ん
で
、
愛
媛
の
地
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
立
教
百
八
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」

「
立
教
百
八
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」



10
月
16
日
、
３
年
ぶ
り
に
少
年

ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会
に
参

加
し
た
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

対
象
に
、
「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

事
後
研
修
会
」
を
教
務
支
庁
に
て

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

10
時
、
参
拝
・
団
長
挨
拶
後
、

教
務
支
庁
よ
り
道
後
公
園
ま
で
と

公
園
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

例
年
な
ら
、
奥
道
後
ホ
テ
ル
に

て
、
昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
・
入
浴
と

親
睦
を
深
め
て
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
も
ま
だ
治
ま
ら
ず
、
教
務
支
庁

で
ゲ
ー
ム
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準

備
を
皆
で
和
気
藹
々
と
し
て
、
会

食
し
な
が
ら
来
年
に
向
け
て
の
抱

負
等
語
り
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
隊
員
９
名
、
子
供

４
名
・
育
成
会
員
10
名
で
し
た
。

少
年
会
団
長

武
内
末
博

11
月
29
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
の
中
、
喜
多
支
部
に
於
い
て
今

年
２
回
目
の
「
移
動
布
教
実
修
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
教
区
布
教
部
か
ら
支
部

へ
出
向
い
て
、
に
を
い
が
け
活
動

の
応
援
を
す
る
も
の
で
、
今
回
は
、

喜
多
支
部
６
名
、
布
教
部
８
名
の

計
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
内
子
分
教
会
、
大
洲

分
教
会
に
分
か
れ
て
参
拝
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
駅
ま
で
神
名
流
し
を
し

て
、
そ
こ
で
路
傍
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

に
を
い
が
け
中
の
み
雨
が
上
が

り
、
傘
を
さ
さ
ず
に
活
動
出
来
た

の
は
、
大
変
不
思
議
な
事
で
、
年

祭
活
動
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
親

神
様
・
教
祖
の
追
い
風
を
感
じ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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の
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者
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内
子
分
教
会
、
大
洲

分
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会
に
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、
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ぞ
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駅
ま
で
神
名
流
し
を
し

て
、
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こ
で
路
傍
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演
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ま
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に
を
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が
け
中
の
み
雨
が
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が
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、
傘
を
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、
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、
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［
法
人
関
係
諸
願
書
届
］

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

東
上
浦
分
教
会
（
愛
豫
）

島
榮
分
教
会
（
髙
岡
）

媛
川
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
宗
教
法
人
合
併
及
び

解
散
登
記
完
了
届

菊
間
分
教
会
（
伊
野
）

宮
窪
分
教
会
（
愛
豫
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋

輝
定
さ
ん

97
才

武
富
士
分
教
会
前
会
長
（
繁
藤
）

出
直
日

立
教
185
年
11
月
27
日

12
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
５
０
０
円

新
居
浜
支
部
４
件

８
、
０
０
０
円

道
前
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

今
治
支
部

４
件

４
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
４
件

２
８
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
５
件

１
０
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

１
３
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
７
件

１
８
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［
法
人
関
係
諸
願
書
届
］

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

東
上
浦
分
教
会
（
愛
豫
）

島
榮
分
教
会
（
髙
岡
）

媛
川
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
宗
教
法
人
合
併
及
び

解
散
登
記
完
了
届

菊
間
分
教
会
（
伊
野
）

宮
窪
分
教
会
（
愛
豫
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋

輝
定
さ
ん

97
才

武
富
士
分
教
会
前
会
長
（
繁
藤
）

出
直
日

立
教
185
年
11
月
27
日

12
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
５
０
０
円

新
居
浜
支
部
４
件

８
、
０
０
０
円

道
前
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

今
治
支
部

４
件

４
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
４
件

２
８
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
５
件

１
０
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

１
３
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
７
件

１
８
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

教

区

の

予

定

教

区

の

予

定

１
月９

日

松
山
北
支
部

例
会

松
山
東
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
越
智
支
部
）

14
日

女
子
青
年
例
会

28
日

青
年
会

ハ
ー
ト
ボ
ー
ル
決
戦
大
会

29
日

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

教
区
研
修
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

災
害
対
策
委
員
会

１
月９

日

松
山
北
支
部

例
会

松
山
東
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
越
智
支
部
）

14
日

女
子
青
年
例
会

28
日

青
年
会

ハ
ー
ト
ボ
ー
ル
決
戦
大
会

29
日

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

教
区
研
修
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

災
害
対
策
委
員
会

訃

報

訃

報

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

２
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
今
治
支
部
）

23
日

教
区
女
子
青
年
例
会

28
日

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

２
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
今
治
支
部
）

23
日

教
区
女
子
青
年
例
会

28
日

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル


